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 論文題目情報関連資本の生産性に与える効果に関する研究
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 論文内容の要旨
 米国では、80年代以降急速に進んだ亙丁化と生産「生との間には正の関係が確認されず、膨大な情
 報関連投資が行われた比もかかわらずマクロ経済の生産性が統計的に確認できない問題は「生産性
 パラドックス(productivitypar認ox)」と呼ばれ、「生産性パラドックス」の存在の有無の議論が
 巻き起こってきた。最近日本の景気低迷に対する対策をめぐる議論において、iTへ優先的に投資
 すべきであるという意見も台頭しており、ITが企業の生産性向上等を通じ、経済新生の牽引役と
 なることが期待されている。特に米国経済において、昨年インターネット関連株の大幅な下落など
 いわゆる「ネットバブル」が屈折し.それを受けて一部情報技術の効果に対する懐疑的な議論もな
 されているが、情報関連資本の蓄積による生産性上昇効果の大きさを明らかにすることは、景気低
 迷にあえぐ日本経済にとって重要である。しかし、情報関連資本に関するデータの未整備と企業デー
 タの非公開などの要因で、情報関連投資が生産性上昇効果を持つか否かについては確定していない
 のが現状である。特にミクロレベルの研究はほとんど行われていない。本研究では、情報関連投資
 の増大と生産性との間には正の相関関係がほとんど認められないという「生産性パラドックス」の
 問題が日本においても認められるかどうかを検証する。現在までの研究結果を踏まえた上で、マク
 ロレベル・産業レベル・ミクロレベルでコブ・ダグラス型生産関数を推計し、情報関連資本の生産
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 果はまず、産業全体としてみると、情報関連投資が労働生産性向.ヒに正の影響を与え、情報関連資
 本の生産「生向上効果が認められた。しかし、生産性向上の主たる要因となっていないことも明らか
 となった。次に、製造業において、情報関連投資が生産性向上に貢献していることが確認された。
 さらに、非製造業である卸売・小売業、運輸・通信業と建設業においては、情報関連資本がプラス
 の成長を続けているが、情報関連資本ストックが正の生産性上昇効果を持つという主張は確認でき
 なかった。これは情報関連資本がうまく活用されていない可能性を示している。このため非製造業
 である3業種ついては「生産性パラドックス」の存在は否定できないようである。したがって、産
 業レベルでは、情報関連投資斧正の生産性上昇効果は限定的ないくつかの産業について認められた。
 米国の研究によると、情報関連投資が生産性の向.一ヒ効果を発揮する場合は、組織が分権化し、人
 ,的資本のスキルが高くなる時である。一方、日本の組織運営原理は米国と異なると従来から言われ
 てきた。第6章では、米国において認められたiT化・人的資本・企業組織のあり方と生産i生の相
 互依存関係が日本においても見出されるのか、日本独自のものがあるのかを実証分析した。このた
 め、今年の3月に日本上場一部と二部企業にアンケート調査を行った。実態調査の結果を考察した
 後、有価証券報告書をもとに付加価値、労働と資本ストックを推計し、アンケート調査結果から
 「IT進展度総合指標」、「人的資本総合指標」と「組織改革総合指標」の変数を作成した。日米企業
 の経営特徴を検討しながら、クロスセクションデータとパネルデータを用いて生産関数による分析
 などを行った。企業における理化の進展と人事や組織のあり方がお互し.・にどのような関係を持ち
 ながら変化しているかを分析し、理化の進展と補完的な関係にある要素を明らかにした。計量分
 析した結果、①日本の代表的企業において、米国と同様、情報化と人的資本の間には相互補完的な
 傾向を認めることができた。すなわち、情報化の効果を発揮するためには、人事制度の変革も同時
 に必要であることが明らかとなった。情報関連投資とそれを使いこなすことができる人材は相互補
 完的であった。したがって、人的資本の良否は.情報関連投資の効率的利用に強く影響を与えてい
 る。良質な人材を確保するまたは各種トレーニングによって育成することができなければ、情報関
 連投資は生産性向上につながらないといったことが考えられる。②日本企業の情報化・人的資本・
 企業組織の関係は米田と異なり、情報化が高く分権化が低い企業が高い生産性を上げていること、
 人的資本が組織の集権化と結びつくと高い生産性を発揮することが確認された。最後に、得られた
 推定結果は、モデルの変更や推定方法の変更に対して、どの程度安定的であるのかを「semi-
 reduced£orm」回帰等の手法で検討した。労働変数の内生性、産業が製造業か非製造業かという
 業種特性などを考慮しても分析の結果は一応信頼性があるものと考えられた。
 第7章「結論と今後の課題」では、本研究で得られた知見を総括した上で、今後の課題を述べた。
 本研究では、日本における情報関連投資はマクロの労働生産性向一ヒに正の影響を与え.「生産性
 パラトックス」は認められないことを明らかにした。しかし、産業レベルでは情報関連投資の正の
 生産性上昇効果は限定的ないくつかの産業について認められたが、狸がすべての産業において生
 産性の向上に貢献するという結果は得られなかった。さらに、高い生産性が実現できるか否かは人
 的能力を生かす組織の存在と、1Tと人的資本の適切な組み合わせにかかっていることを示した。
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